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2021年９月 11日発行 

第 54号 

コロナ禍で永い休講が続きましたが、再開第１回

の９月 21日は『孫の心をわしづかみ おもしろ！ 

ビックリ！ おりがみ手品』 小林一夫著 ＰＨＰ 

の中から「コインが消える箱」を取り上げます。 

（写真はいずれも同書から） 

コインが消える箱 

図のように折りすじをつけ、★が

☆に合うように折る 

三角の部分を中心から半分に

折る。ほかの３カ所も同じよう

に折る 

三角をさらに裏に折る。ほかの３

カ所も同じように折る 

図のように折りすじをつ

ける。向きを変える 
あいだを開いて、角を開く 

折ったところ 

 しっかり練習してから臨んでく

ださい。何を言われても毅然と演

ずることが大事です。マジックで

すからね。 
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★が☆に合うように折ってた

たむ 

山折り線をつまむとたたみ

やすい 

ほかの２辺も前々図と同じように折る。

同じものを、全部で６こつくる 

図のように差し込み、４つを一列につなげる 

差
し
こ
ん
だ
部
分
が
ぬ
け
な
い
よ
う
に
ま

と
め
て
中
に
折
り
こ
む 

ほかの小さな三角も、中に折りこむ 輪にして上の図のようにとめる。★の部分は中に折りこまない 

のこりの２つのうち、１つは三角を引きだし、差しこ

んで上から２段目・右側の図のようにとめる。小さい

三角部分は図のようにとめる 

図のように折り目をつけておくと組み立てやすい 
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前ページ３段目・右の図（Ａ）と、前

ページ４段目・右の図（Ｂ）を上のよ

うに組み、折りこまなかったＢの☆部

分をＡの★部分に差しこんで前ペー

ジ２段目・右図のようにとめる 

箱がガサゴソと音をたてな

いように、折りこんでとめ

た部分をのりづけする 

中に何も入っていないことを見せる コインを入れる 

底をぐっと押し上げる 
押し上げることで、上だった部分が底

になり、コインが隠れる 

コインを押さえながら箱の上下

を返し、布を取る 

ハンカチをかぶせる 

「
は
い
、
コ
イ
ン
が
消
え
ま
し

た
！
」
と
言
っ
て
、
箱
を
振
っ
て

み
せ
る 

 

 

・厚めのおりがみを使うと折りや

すく、しっかりした箱になります。 

・このページ「見せ方・遊び方」３

段目 左の写真の時、コインが動

かないように、しっかりと押さえ

ましょう。 

ＰＯＩＮＴ 

 見 せ 方 ・ 遊 び 方 
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９月 21日の次の定例練習日は 10月５日（火）です。 編集：「オリガミアン」代表 熊谷信哉 

「マジック・ローズ・キューブ」 

神戸で花開いた経緯 

週刊新潮が伝える 

 オリガミアンが教室で練習して

いる「マジック・ローズ・キューブ」

は美しいバラの花が咲くことで評

判が高いが、サイコロがバラの花に

化けるマジック的な要素もあって、

これに触れる人たちの心をがっち

りつかんでいる。 

この「マジック・ローズ・キュー

ブ」が誕生して間もないころ神戸に

伝わり、今、大輪の花を咲かせてい

る経緯が９月９日発売の『週刊新

潮』９月 16 日号 74 ㌻ 掲示板

の欄に掲載された。 

 同じ欄で埼玉県深谷市で無農薬

の食用バラを栽培、販売されておら 

れる田中綾華さん（「ＲＯＳＥ ＬＡＢＯ」代表）が「皆さんのバラにまつわる思い出があれば教えて」

という呼びかけ（今年７月１日号）を行い、これに対して「オリガミアン」代表の熊谷信哉が「本物の

バラではなく、折り紙のバラについてだが」と約 30 年前に東京の「ゆしまの小林・小林一夫社長」か

ら伝授された折り方を神戸に持ち帰り、地元の折り紙教室で教えている話を披露したもの。 

神戸市北区内での地味だが地道な活動が一気に全国区になった訳で、どんな方の目に触れ、これから

どんな反響があるか大いに楽しみだ。 


